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〈目的〉

マダ、ラの栽培漁業化を図るため、良質種苗の安定的な量産技術と適正な放流技術を確立することを目的に、

以下の技術開発課題に取り組む。

〈試験研究方法〉

1 種苗生産技術開発

飼育初期の生物餌料であるワムシの安定培養及び栄養強化剤の検討を行った。また、量産試験におけ

る餌料系列の確立について検討した。

2 放流技術開発

脇野沢村と佐井村におけるマダラの漁獲量及び標識放流魚の回帰状況について調査した。

〈結果の概要・要約〉

1 種苗生産技術開発

1)ワ・ムシの安定培養

低温でも増殖可能な小浜株を用い培養水温20"Cで培養したにもかかわらず、今年度の平均増殖率は昨

年度の値に比較してやや下回った。

2)ワムシの栄養強化剤の検討

飼育10日目及び:21日目における生残率が高い値を示したインディベプラスが、今回比較した栄養強化

剤の中では初期の減耗に対してある程度有効であると判断された。

3)量産技術開発

最終的な量産試験の結果は、 1，2回次では生産ができなかったものの、 3回次では29.0""38. Ommサイズ
の種苗2，541尾を生産し(生残率0.85%)、4回次では24.0........34.Ommサイズの種苗35，083尾を生産した(生

残率17.54%)。全体として初期の減耗は継続したが、その要因として、生物餌料、特にワムシ給餌期|

における初期の飼育環境に問題があったものと考えられた。

4)中間育成技術

3回次に生産した種苗を中間育成場(脇野沢村にある海上網生賓)で中間育成するため搬送したが、

飼育尾数が少ないため試験を設定することはできなかった。

2 放流技術開発

1)放流効果調査

平成16年は、当所と脇野沢村漁協で生産した合計58，000尾の人工種苗を標識放流した。種苗生産技術

の開発が進み放流尾数が増加しているにも拘らず、平成5年以降の放流群の累積再捕率が低水準(0.08%

以下)で推移している。

2)漁獲統計調査

平成15年漁期 (12月から翌年3月まで)の陸奥湾内におけるマダラ漁獲量は41.2トンであり、昭和35

年以降の最低となった前年の53.8トンを下回った。うち脇野沢村漁協では11.0トン、佐井村では20.11

トンの漁獲であった。
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〈主要成果の具体的なデータ〉
書1シオ墨ズツポワムシ白幡墾核甥について
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表 2.ワムシの.裳強化剤別飼育Iit圏直について

震麗扇扇膏 蹟扇動。回目 軍軍奮7罵(21日目】
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113.マダラ量産飼育館果について

探JfI年月日 生産期間
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表4.マダラ人工種苗の再調E状況
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〈今後の問題点〉

・飼育初期(特にワムシ給餌期)での減耗の抑制

.配合餌料切替期での減耗の抑制

・中間育成における大型種苗の生産

・最適な放流サイズの検討及び放流効果の推定

〈次年度の具体的計画〉

• 30mmサイズ20万尾の安定生産(目標生残率40%)

• 80mmサイズ15万尾の放流用種苗育成(目標生残率75%)

.年齢別漁獲尾数の推定と標識魚の再捕状況の把握

〈結果の発表・活用状況等〉

• H16資源増大技術開発事業検討会(魚類Aグループ)

-92-

。。。。
1 
11 
15 
嶋

16 
12 
11 
2 
2 
3 。
113 


